ES337評価課題（筆記）

ES337評価課題（筆記）

「マイコン周辺回路とアセンブラプログラミング」
１．作業時間：60 分

２．注意事項


（１）指導員の指示があるまで問題は見ないでください。

（２）解答用紙に入所期、氏名、および解答を記入してください。

1. 次の電気用図記号の名称を□の中から選択せよ。

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(10)
スイッチ、フォトトランジスタ、定電圧ダイオード、電池、コイル、電動機、抵抗器、端子、

NPNトランジスタ、PNPトランジスタ、ダイオード、交流、コンデンサ、フォトカプラ、

電解コンデンサ、発光ダイオード
2. 次の各部品の値を、単位も含めて表わせ。
(1)抵抗器(抵抗値)



(2)セラミックコンデンサ(静電容量)

3. 次の回路について各設問に答えよ。
(1)電流の流れる方向はAかBか答えよ。
(2)C点の電位と電流を求めよ。単位も含めて答えること。


4. 図に示す二つのスイッチ入力回路のうちスイッチを閉じることにより入力端子がHighレベルになるのはどれか選べ。


ア


イ

5. 図のスイッチ入力回路において、入力端子の入力インピーダンスが90 KΩである。スイッチが開いているときの入力端子の電位として適切なものはどれか選べ。（Vccは5Vとする）

ア　0 V

イ　3 V

ウ　4.5 V

エ　5 V
6. 図の回路において出力端子からのソース（吐き出し）電流が10 mAとなる抵抗器の適切な抵抗値はどれか選べ。ただし、出力電圧は5 V、発光ダイオードの順方向電圧降下は2.3 Vとする。

ア　100 Ω

イ　270 Ω

ウ　330 Ω

エ　560 Ω

7. 次の2進数を10進数に変換せよ。ただし、符号なしとする
(1)　(1010)2
(2)　(11000100) 2
8. 次の10進数を2進数に変換せよ。
(1)　12
(2)　91

9. 次の2進数を16進数に変換せよ。
(1)　(00101001)2
(2)　(11010100) 2
10. 42 = (00101010)2の負数（-42）を１の補数と2の補数により表せ。
(1)　1の補数
(2)　2の補数
11. 入力端子に関する以下の文章の空欄を埋める適切な語句を□の中から選択せよ。
入力端子の電位をHighレベルに固定するための抵抗を（　①　）抵抗、入力端子の電位をLowレベルに固定するための抵抗を（　②　）抵抗といい、外部からの静電気などにより回路が（　③　）な状態になることを防止する。
プルダウン，プルアップ，安定，臨界、不安定

12. マイコンで扱う数値に関する以下の文章の空欄を埋める適切な語句を□の中から選択せよ。

　7セグメントLEDを点灯させたり、スイッチの値を取得したりといった場合の数値は、(　①　)数値として扱う。この型の数値で、一般的な制御では正の数値しか取り扱わず、(　②　)として取り扱う。ただし、負の数を取り扱う場合は(　③　)として取り扱う。
負の数を取り扱う場合は最上位ビットが符号ビットとなり、このビットが1であれば数値は(　④　)となる。例えば数値幅を２進数４ビットとした場合、(　③　)で (1111)2 は１０進数で
は(　⑤　)である。
符号付き、符号なし、正の数、浮動小数点型、複素数型、負の数、整数型、15、-15、-8、-1

13. ディジタル回路に関する以下の文章の空欄を埋める適切な語句を□の中から選択せよ。
　ディジタル回路は5V、0Vあるいは1、0といった離散的数値で取り扱う回路である。

ディジタル回路は大別すると、現在の入力値だけで出力値が決定される(　①　)と、入力値に加
えて現在の出力値もフィードバックして決定される(　②　)とがある。

(　①　)には、7セグメントLEDに数値を表示するための(　③　)回路等がある。

(　②　)には、(　④　)回路等がある。(　④　)回路を作成する場合には、一般的に(　⑤　)を
使用する。

順序回路、エンコード、組合せ回路、デコード、加算器、マルチプレクサ、カウンタ、演算器、
フリップフロップ

14. 以下のディジタル回路の出力の真理値表を完成せよ。

	入　力
	出　力

	A
	B
	C
	S

	0
	0
	
	

	0
	1
	
	

	1
	0
	
	

	1
	1
	
	


15. マイコンに関する以下の文章の空欄を埋める適切な語句を□の中から選択せよ。
マイコンは、メモリからプログラムを（　①　）し、それを命令として（　②　）し、実行する。マイコンは、一つの命令で複雑な処理を行う（　③　）と、命令数を減らしてシンプルにし、命令長や必要クロックを同じにした（　④　）とに分類できる。マイコンは、命令を実行するためにレジスタを用いる。マイコンは、特定用途の（　⑤　）と用途が固定されない（　⑥　）を持ち、それらを合わせてレジスタセットと呼ぶ。マイコンは、転送命令、算術命令、論理命令、分岐命令などの命令をサポートしており、これらマイコンがサポートする命令群を（　⑦　）と呼ぶ。マイコンの性能向上の工夫として、命令実行の各ステージを並列化する（　⑧　）という手法がある。この手法を行うためには、（　④　）の方が適している。
パイプライン、デコード、汎用レジスタ、CISC(Complex Instruction Set Computer)、RISC(Reduced Instruction Set Computer)、専用レジスタ、フェッチ、命令セット
16. アセンブリ言語に関する以下の空欄を埋める適切な語句を□の中から選択せよ。
　マイコンで理解できる言語は’0’、’1’の羅列からなる(　①　)のみであるが、その(　①　)に1対1に対応している言語が(　②　)である。この言語は、比較的人間に理解し易くなっている。その言語でプログラムを作成し、(　③　)によって(　①　)へ変換する。
以下はアセンブリ言語によるプログラム例である。
LED

.EQU

H’B8000003 ………………………………….
A



.EXPORT
MAIN …………………………………………
A



.SECTION
PROG,CODE,LOCATE=H’8C000000 ……
A
;プログラム開始 ………………………………………………………………………..
B
MAIN:

MOV.L

#LED, R1 ……………………………………..
C
Aの行は(　④　)であり、本来の命令ではないが(　③　)に対してプログラムコードのメモリ指定等、何らかの指示を行う命令である。Cの行が命令の始まりである。
MAIN は(　⑤　)であり、分岐命令等の飛び先として使用される。MOV.L は(　⑥　)であり、実際の命令である。#LED, R1 は(　⑦　)であり、命令の実行対象である。Bの行は(　⑧　)であり、(　③　)はこの部分を無視する。
日本語、C言語、機械語、アセンブリ言語、コンパイラ、アセンブラ、分岐命令、オペランド、擬似命令、ポインタ、ラベル、割込み、コメント、スタートアップルーチン、オペレーション
ES337 解答用紙

	入所期
	氏　名
	合計点
	評価判定

	平成　　年　　月生
	
	      / 100
	


1.　10点(1点×10)
	(1)
	
	(2)
	
	(3)
	
	(4)
	
	(5)
	

	(6)
	
	(7)
	
	(8)
	
	(9)
	
	(10)
	


2.　4点(2点×2)
	(1)
	
	(2)
	


3.　6点(2点×3)
	(1)
	
	

	(2)
	電位
	電流


4.　2点(2点×1)
	


5.　2点(2点×1)
	


6.　2点(2点×1)
	


7.　2点(1点×2)
	(1)
	
	(2)
	


8.　2点(1点×2)
	(1)
	
	(2)
	


(裏面へ続く↓)
9.　4点(2点×2)
	(1)
	
	(2)
	


10.　4点(2点×2)
	(1)
	
	(2)
	


11.　6点(2点×3)
	①
	
	②
	
	③
	


12.　10点(2点×5)
	①
	
	②
	
	③
	
	④
	
	⑤
	


13.　10点(2点×5)
	①
	
	②
	
	③
	
	④
	
	⑤
	


14.　4点(C、Sそれぞれ完全で各2点　2点×2)
	入　力
	出　力

	A
	B
	C
	S

	0
	0
	
	

	0
	1
	
	

	1
	0
	
	

	1
	1
	
	


15.　16点(2点×8)
	①
	
	②
	
	③
	
	④
	
	⑤
	

	⑥
	
	⑦
	
	⑧
	
	
	
	
	


16.　16点(2点×8)
	①
	
	②
	
	③
	
	④
	
	⑤
	

	⑥
	
	⑦
	
	⑧
	
	
	
	
	


ES337 解答

	入所期
	氏　名
	合計点

	平成　　　年　　　月生
	
	      / 100


1.　10点(1点×10)

	(1)
	 コイル
	(2)
	 発光ダイオード
	(3)
	 電解コンデンサ
	(4)
	 PNPトランジスタ
	(5)
	 抵抗器

	(6)
	 ダイオード
	(7)
	 NPNトランジスタ
	(8)
	 スイッチ
	(9)
	 電池
	(10)
	 コンデンサ


2.　4点(2点×2)

	(1)
	 10 kΩ
	(2)
	 0.01μF(あるいは10nF、10000pF)


3.　6点(2点×3)

	(1)
	 A
	

	(2)
	電位 1.5 V
	電流 0.25mA(あるいは250μA)


4.　2点(2点×1)

	 ア


5.　2点(2点×1)

	 ウ


6.　2点(2点×1)

	 イ


7.　2点(1点×2)

	(1)
	 10
	(2)
	 196


8.　2点(1点×2)

	(1)
	 1100
	(2)
	 1011011


(裏面へ続く↓)

9.　4点(2点×2)

	(1)
	 29
	(2)
	 D4


10.　4点(2点×2)

	(1)
	 11010101
	(2)
	 11010110


11.　6点(2点×3)

	①
	 プルアップ
	②
	 プルダウン
	③
	 不安定


12.　10点(2点×5)

	①
	 整数型
	②
	 符号なし
	③
	 符号付き
	④
	 負の数
	⑤
	 -1


13.　10点(2点×5)

	①
	 組合せ回路
	②
	 順序回路
	③
	 デコード
	④
	 カウンタ
	⑤
	 フリップフロップ


14.　4点(C、Sそれぞれ完全で各2点　2点×2)

	入　力
	出　力

	A
	B
	C
	S

	0
	0
	0
	0

	0
	1
	0
	1

	1
	0
	0
	1

	1
	1
	1
	0


15.　16点(2点×8)

	①
	 フェッチ
	②
	 デコード
	③
	 CISC
	④
	 RISC
	⑤
	 専用レジスタ

	⑥
	 汎用レジスタ
	⑦
	 命令セット
	⑧
	 パイプライン
	
	
	
	


16.　16点(2点×8)

	①
	 機械語
	②
	 アセンブリ言語
	③
	 アセンブラ
	④
	 擬似命令
	⑤
	 ラベル

	⑥
	 オペレーション
	⑦
	 オペランド
	⑧
	 コメント
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